
日野町史編さん室（ TEL ７２－０３４１）

第 16 回

『小さくてもまとまりの良さが自慢・小
お ご う じ

河内地区』

　「町史編さんだより」の 16 回目は、政治・行政・教育小委員会が、地域の特徴や活動、

行事、祭り、昔話、自慢などを聞き取り、紹介する「じげの宝」をお送りします。

～「じげの宝」シリーズ vol. ５～

町史編 だん よさ り

　
「
小
河
内
」
の
地
名
は
、
本

町
に
配
流
さ
れ
た
長
谷
部
信

連
の
郎
党
、
小
河
内
何な

に
が
し某
に

ち
な
む
と
い
わ
れ
、
古
墳
な

ど
も
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
黒
坂
の
ま
ち
よ
り
、

も
っ
と
古
く
か
ら
小
河
内
に

人
が
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
布
瀬
谷
入
口
に
は
、

乳
岩
大
明
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
、
母
乳
の
出
な
い
母
親
が

祈
願
を
行
っ
た
乳
岩
と
い
う

乳
房
状
の
巨
岩
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
西
側
の
「
湯

の
谷
」
か
ら
は
湯
が
わ
き
出

て
い
た
た
め
、
近
く
に
あ
っ

た
「
薬
師
堂
」
は
湯
薬
師
と

称
さ
れ
、
眼
病
に
効
く
と
し

て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
観
音

堂
も
併
祀
さ
れ
、
毎
年
行
わ

れ
る
薬
師
さ
ん
、
観
音
さ
ん

の
祭
り
が
今
年
も
7
月
23
日

に
行
わ
れ
、
多
く
の
住
民
が

集
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
小
河
内
の
水
路
の

絵
図
や
古
文
書
が
、
鳥
取
県

立
博
物
館
に
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
鳥
取
県
井
手

百
選
に
も
選
ば
れ
た
こ
の
水

路
は
、
黒
坂
の
大
庄
屋
が
陳

情
し
て
造
っ
た
も
の
で
、
上

菅
の
乗
越
橋
付
近
の
堰せ

き

か
ら
、

小
河
内
地
内
、
カ
ワ
コ
岩
な

ど
を
経
て
、
黒
坂
城
址
、
黒

坂
製
鋼
所
跡(

黒
坂
7
区)

あ
た
り
ま
で
続
い
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
作
る
の
に

も
大
変
苦
労
し
、
特
に
岩
だ

ら
け
の
場
所
は
測
量
が
で
き

な
い
の
で
、
ち
ょ
う
ち
ん
を

つ
る
し
て
、
向
い
の
岡
集
落

か
ら
見
な
が
ら
水
平
を
出
し

た
と
の
話
で
す
。

　

国
道
1
８
０
号
が
日
野
川

沿
い
に
通
過
し
、
岸
辺
と
の

間
に
水
田
が
広
が
る
ほ
か
、

集
落
の
山
手
に
も
段
々
上
に

田
畑
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
地
域
で
、
昭
和
60
年
代

以
降
、
米
の
ほ
か
、
白
ネ
ギ

の
生
産
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
平
成
9
年
頃
か
ら
5

月
～
12
月
の
間
、
四
季
折
々

の
朝
採
れ
野
菜
を
週
二
回
ず

つ
米
子
、
岡
山
の
青
果
市
場

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

朝
8
時
前
に
集
荷
場
所
に

野
菜
を
持
ち
寄
り
、
青
果
市

場
か
ら
来
た
車
に
野
菜
を
積

み
込
ん
だ
後
は
、
茶
飲
み
話

に
花
が
咲
き
、
元
気
が
湧
い

て
く
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

乳
牛
１
０
０
頭
を
飼
育
す
る

日
野
町
で
は
唯
一
の
酪
農
農

家
も
あ
り
ま
す
。

　

以
前
、
子
ど
も
が
多
か
っ

た
こ
ろ
は
、
毎
年
五
月
五
日

の
こ
ど
も
の
日
に
は
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
の
成
長
を
祝

う
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
平
成
の
初
め

ご
ろ
に
は
、
集
会
所
で
生
け

花
教
室
を
開
い
た
り
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
結
成
し

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
そ
ろ
え
る

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
も
活
発
で
、
運
動
会
や
女

性
会
、
老
人
会
活
動
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
14
世
帯
と
、
少
子

高
齢
化
が
進
み
ま
し
た
が
、

恒
例
の
家
族
旅
行
、
季
節
の

行
事
、
荒
神
さ
ん
・
薬
師
さ

ん
の
祭
り
な
ど
は
、
今
も
な

お
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集

落
の
課
題
は
、
こ
れ
か
ら
の

世
代
交
代
と
の
こ
と
。
農
業

の
指
導
に
取
り
組
む
後
継
者

も
あ
り
、
地
域
づ
く
り
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
松
田
暢
子
＝
政
治
・
行
政
・

教
育
小
委
員
会
）

昔
の
水
路
の
絵
図
も
発
見

農
業
で
活
性
化

小
河
内
地
区
に
お
住
い
の

世
話
役
60
～
70
代
の
皆
さ

ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▲小河内集会所にある千手観音

▲地域で収穫した新鮮野菜を出荷

公
民
館
活
動
も
さ
か
ん

▲きずな深まる恒例の家族旅行
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佐
々
木
家
住
宅
は
、
江
戸
時
代
後
期
に

庄
屋
の
住
居
と
し
て
建
て
ら
れ
た
主し

ゅ
お
く屋
を

は
じ
め
、
新
座
敷
、
穀こ

く
ぐ
ら蔵
、
新し

ん
ぐ
ら蔵
が
あ
り

ま
す
。
主
屋
で
は
、
床
の
間
の
意
匠
や
差

鴨
居
な
ど
に
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
し
て

い
る
ほ
か
、
居
室
に
畳
を
敷
き
や
す
い
よ

う
に
大
黒
柱
の
中
心
を
土
間
側
に
移
動
さ

せ
た
「
逃
げ
」
の
技
法
が
特
徴
と
し
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

11
代
目
当
主
の
佐
々
木
彬
夫
さ
ん
は
「
地

域
の
宝
と
し
て
活
用
策
を
充
実
さ
せ
た
い
」

と
話
し
ま
す
。
１
８
０
年
以
上
経
ち
な
が
ら

今
も
な
お
良
好
な
状
況
を
保
つ
建
物
を
生
か

し
、
佐
々
木
さ
ん
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
開
く
な
ど
、
体
験
型
の
古
民

家
「
沙
々
樹
」
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
や
風
情

を
後
世
に
伝
え
る
重
要
な
場
所
と
し
て
よ

り
一
層
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

国
の
文
化
審
議
会
が
７
月
21
日
、
佐
々
木
家
住
宅
（
舟
場
）

な
ど
県
内
6
カ
所
15
件
を
国
登
録
有
形
文
化
財
に
す
る
よ
う
、

文
部
科
学
省
に
答
申
。
今
後
、
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
家
住
宅
（
舟
場
）

国
登
録
有
形
文
化
財
に

当
時
の
技
法
を
現
代
に
伝
え
る

古
民
家″
沙さ

さ

き

々
樹
〟

大黒柱を本来の位置から

ずらす技法「逃げ」

床の間、床脇、付書院を備えた上質な座敷「新座敷」。
日本海の荒波と潮止めの松を模した欄間彫刻（富次精斉作）が目を引く

　
「
こ
こ
ま
で
頑
張
れ
た
の
は
、
仲

間
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援
が

あ
っ
た
か
ら
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」。そ
う
話
す
の
は
、

セ
ル
プ
ひ
の
（
社
会
福
祉
法
人
祥

和
会
）
所
長
の
林
原
正
彦
さ
ん
。

　

7
月
16
日
、
米
子
市
で
開
か
れ

た
第
37
回
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
皆
生
大
会
で
、
林
原
さ
ん
が
男

子
年
代
別
の
部
で
第
3
位
（
総
合

24
位
）の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、
ス
イ

ム
３
㎞
、
バ
イ
ク
（
自
転
車
）

１
４
０
㎞
、
ラ
ン
42
・
１
９
５
㎞

を
走
る
レ
ー
ス
。
特
に
、
皆
生
大

会
は
「
日
本
に
お
け
る
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
発
祥
の
地
」
と
し
て
も
知

ら
れ
る
伝
統
あ
る
大
会
で
す
。

　

林
原
さ
ん
は
、
日
中
は
セ
ル
プ

ひ
の
で
勤
務
し
な
が
ら
、
4
月
～

6
月
ま
で
の
シ
ー
ズ
ン
中
は
毎
朝

早
く
起
床
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
自
転

車
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
欠
か

さ
ず
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
当
日
の
朝
早
く
か

ら
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
た
セ

ル
プ
ひ
の
の
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ

め
、
地
域
の
人
へ
の
感
謝
も
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
。「〝
常
に
前
の
自
分

を
超
え
て
い
き
た
い
〟
と
い
う
気

持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大

事
」
と
林
原
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

挑
戦
は
続
き
ま
す
。

仲
間
の
声
援
受
け

3
位
に
輝
く
！

セ
ル
プ
ひ
の
林
原
さ
ん

第
37
回
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会
・

男
子
年
代
別
の
部
35
～
39
歳

11 広報ひの 9月号 -2014‐11 広報ひの８月号 -2017‐

大会でも好評だっ
た

セルプひの大応援
団


